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　　　　　　 羅布麻製剤 の 基原植物鑑別 へ の 応用
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　From 　leaves　of 　Apoc ンnum 　venetum 　L ，，　 used 　as 　the　orlgin 　ofthe 　Chinese　medicine 　Luobumaye

（Folium 　Apocini　Veneti），
　 were 　isolated　fbur　fiavonoid　 glycosjdes（hyperoside ，

　 isoquercitrin
，

tri　f｛）lin　 and 　 astragalin ） and 丘om 　leaves　 of 　Poacアnum 　 hendersonii　（HooK £ ）WooDsoN
，
　 used

rocently 　in　the　 name 　 of 正uobumaye ，　 two　flavonoid　 glycosides（isoquercitrin　 and 　 quercetin　 3−

0 −sophoroside ）．（
一
）
−Bornesitol　was 　isolated　from　both　samples ．

　 Flavonoid　glycosides　in　the　leaves　of 　several　species 〔｝f　the　genus ！4poごアnum 　and 　the　genus
Poa （ッnum 　were 　compared 　by　HPLC ．　 The 　 results 　showed 　that　the　HPLC 　profiles　may 　be　used
f（）rthe 　identificatjon　of 　the 　origin 　of 　thc 　Luobumaye 　products　in　the　Chinese　 market 　as 　differ−

ent 　species 　have　dif胞rent 　main 　flavonoid　glycoside　co 皿 positions．

　Keywords − Luobumaye ； ／4po｛ッnum りenet ”m ； Poac アnum 　 hendersonii； flavonoid　 g】ycoside；
HPLC ；identification　of 　origin

　羅布麻 は 中国新疆 自治区を中心 に 野生す る キ ョ ウ チ ク トウ科 （Apocynaceae ）バ シ ク ル モ ン 属 （Apocynum ）の 多年

生草本 で あ る 紅麻 Apocynum　 venetum 　L．の 葉部を乾燥 し て 製 し た 生薬 で ある
2）．

　羅布麻は中華人民共和国薬典に も収載され，心臓病，高血 圧，不 眠 症，神経衰弱，腎炎，浮腫に 用い る と されて い

る
3

・の ．

　中国 で は 生薬 と し て そ の ま ま用 い る 他 に ，茶剤やニ キ ス 剤など に 加 工 し て 広 く用 い られて い る
5）．

　最近，そ の 羅布麻製剤 の 基原植物 に A．venetum に 代わ り，元 来薬用 とされて い な い 近縁植物 の 大葉白麻 Poacynum

hendersonii（HooK 　f，）WQoDsoN が 用 い られ て い る とい わ れ ，中 国 市 場 に 混 乱 を き た して い る。そ の 主 な理 由 の 一

つ は，A ．　venetum の 自生 率が 1 に 対 して P．　hendersoniiの 自生率が 10とされ ，　P ．　hendersoniiの 方 が採取 が 容易 で あ

る こ と 5），ま た か つ て P．hendersoniiが A．　 venetum と同属 と され て い た こ とか ら
7）， い ずれを用 い て も同 じと考え

られ た こ と に よ る もの と推察され る ．

　著者 らは す で に A．venetum と P．　 hendersoniiの 葉の 外部形態な らび に 内部形態の 研究か らそ の 形態学的な鑑 別 が

可能 な こ とを報告した
8）．しか し基原植物の 原形 を もた な い エ キ ス 剤な どに お い て は 形態学的 な鑑別は 不 可能 で ，含

有成分 に 基づ く化学的 な鑑別法 が 必要 と な る．

（27 ）
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　　　　　　 Flg．1．　 HPLC 　Chromatograms 　of 　Methanol 　Extract　of　Genus　Apocynunl 　Leaves
（A）A … 勲 加 （Chi・・）・（B）A … 蜘 m ・… わ・・ikurttm・・

， （C）A ．・・蜘 切 （T ・・k・y），（D ）A．… 励 ♂愬 用 ， （E）A ．
ancかosae 〃 ltfotil〃刀 ，
Numerai 　in　brackets　lndicates　compound 　nunlber ．
C ° nditi ° ns ：c・1・  ・N ・・1… i15C18 （4・6 ・ 250   ）；m ・bi1・ ph ・・e

，
　M 。OH −H

，0 −A ・OH （30・100・5）；H・ w ，at ，，
1．6m1 ！min ；column 　temp ．，40℃ ；detector，　UV 　360　nm ，

　成分 に 関 し て は A．venetum に quercetin と isoquercitrin の 報告 が あ る が 4）．　P．　hendersoniiに つ い て は その 報

告が み られ な い ，

　本報 で は A．venetum と P．　hendersoniiの 成分の 相違 を 明 らか と し，さ らに 数種 の 同属植物 との 成分組成 の 比較を

行
’
い ．そ の 結果を 中国市場品 羅布麻製剤の 基原植物 の 鑑 別 へ 応用す る こ とを 試み た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結 果 及び 考察

　 L 　 A．　penetilm 葉 の 成分

　基原 の 明らか な細切した A ．venetum 葉を メ タ ノ
ール で 加温抽出 し，実験 の 部記載 の 方法に 従 っ て エ ーテ ル 分 画 エ

キ ス
， 酢酸 エ チ ル 分 画 エ キ ス お よ び ブ タ ノ

ー
ル 分 画 エ キ ス を それぞれ得た，有機溶媒抽出後 の 水層 は減圧下濃縮 し ，

水層分画 エ キ ス を 得た．

酢酸 x チ ・吩 画 エ キ ス は シ リ カ ゲ ・レ カ ラ ム ク ・ マ ト グ ラ フ ・
一

に 付 し，エ タ ノ
ー

・レーク 叩 ホ ・レ ム 系溶媒 で 溶出 し，
hyperoside（1），　 isoquercitrin（2），　trifolin （3）お よ び astragalin （4）を そ れ ぞれ単離した．ブ タ ノ

ー
ル 分画 エ

キ ス は シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に 付 し．同様 に 化合物 1 と 2 を単離した．水層分画エ キ ス は 活性 炭 カ ラ

ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーに 付し ， 水で 溶出 し，（一）−bornesitol（5）を単離した．な お 化合物 5 は サ イ ク リ トール の

一

つ で ，そ の （＋ ）体 は 数種 の キ ョ ウ チ ク ト ウ科植物 に その 存在が知られ て い る9）．

　2・　P ・hendersonii葉 の 成分

　基 原 の 明 らか な細切 した Pl伽 礁 厂50 漉 葉を メ タ ノ
ー

ル で加 温 抽出 し，　A ，　venetum の 抽出法に 準 じて 処理 し ，
エ ー

テ ル 分 画 エ キ ス
， 酢酸エ チ ル 分画 エ キ ス

，
ブ タ ノ

ー
ル 分画 エ キ ス お よび 水層分画 エ キ ス を そ れ ぞれ 得 た．

　酢酸 エ チ ル 分画 エ キ ス は シ リカ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に 付 し ，
エ タ ノ ール ーク ロ ロ ホ ル ム 系溶媒 で 溶 出

し，化合物2 を単離 し た．ブ タ ノ ール 分画 エ キ ス は シ リカ ゲ ル カ ラ ム ク 卩 マ ト グ ラ フ ィ
ーに 付し ， 同様 に quercetin

3−o −sophoroside （6）を単離した．水層分画 エ キ ス は活性炭 カ ラ ム ク 卩 マ ト グ ラ フ ィ
ーに 付し ， 水 で 溶出 し ， 化合物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28 ）
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Fig．2．　 HPLC 　Chromatograms　of 　Methanol 　Extract　of 　Genus 　Poacynum 　Leaves

（A ）P ．hendersonii，（B）P．　P たtu〃 1．

Numoral　in　brackets　as　in　Fig，1。Conditions，　see　Fig．1．

5を単離した，

　 3．　 A ．eannabinum 葉 の 成分

　Apecynum 属植物に つ い て は 北米お よ び ヨ ー卩
ッ

パ で Apocynum 　 cannabinum 　 L ．と A ．　 androsaemifetium 　 L．の

根茎 お よび根が薬用 とされ て い る が 10），葉 が 薬用 と され る の は 中国で の A ．　venetum の み で あ る．

　今回 基原 の 明らか な A．cannabinum 葉 が 量的 に 入手可能 で あ っ た こ とか ら A．　venetum との 成分比較を 目的に A．

eannabinum 葉 か らの 成分 の 単離を 行 っ た ．

　細切した葉部を A．venetum の 抽出法 に 準 じて 処理 し ，
エ ーテ ル 分画 エ キ ス

， 酢酸 エ チ ル 分画 エ キ ス ，ブ タ ノ
ー

ル

分 画 エ キ ス お よ び水 層 分画 エ キ ス を それ ぞ れ 得 た ．酢酸 エ チ ル 分画 エ キ ス は シ リ カ tr
’
ル カ ラ ム ク 卩 マ ト グ ラ フ ィ

ー
に

付し，エ タ ノ ール ーク Pt 卩 ホ ル ム 系溶媒で 溶出 し ， 化合物 1 ， 2 ， 3 お よ び quercitrin（7） を そ れ ぞ れ 単離 した．ブ タ

ノ
ー

ル 分画 エ キ ス は シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク 卩 マ ト グ ラ フ ィ
ー

に 付 し ， 同様 に 化合物 1 お よび 2 を単離 した 。 水層分画 エ

キ ス は 活性炭 カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に 付 し，水 で 溶 出 し，化 合 物 5 を単離 し た ．

　以上か ら A．　cannabinum は 化合物 1 と 2 を 主 フ ラ ボ ノ イ ド配糖体 とす る こ と に 加 え て ん 卿 蜘 脚 か ら見 い だ され

なか っ た 化合物 7 が 含有 さ れ る こ とを 明 ら か と し た ．

　4． ApecvnUin と Poaeyn ” m 属植物葉 の フ ラ ボ ノ イ ド配糖体組成 の HPLC に よ る 成分パ ターン 分析

　Apocynum 属の A．　 venetum と ・4．　eannabinum の 主 フ ラ ボ ノ イ ド配糖体組成が Poacynum 属の ゑ 加 π48r30皰 の

そ れ ら と明 らか な 相 違 を示 した こ とか ら．フ ラ ボ ノ イ ド配糖体 に 基 づ く HPLC の 成分パ タ
ーソ 分析か ら羅布麻 の 基

原植物 の 化学的 な鑑別 が 可能で は な い か と考 え られ た ．そ こ で ん venetum が 他 の 同 属な い し近 縁 植 物 と比 較 し て 成

分 パ タ
ー

ソ に どの よ うな 相違がみ られ るか を調べ るた め Apecynum 属植物 4 種 （A ．　venetum 　L．，　A．　venetum 　L 　var ．

basikurumon　HARA ，　A ．　cannabinum 　L ．，　A ．　androsaemifolium 　L．）と Poacynum 属植物 2 種 （P．　hendersonii（HOOK

f，）WoODsON ，　P ．　pictum （SCHRENK ） BAILL ）の それ ぞれ葉部 の メ Pt／ 一ル 抽出液 を用 い て ，　 HPLC に よ る 成分

パ タ
ー

ソ 分析を行 っ た ．

　A ．venetum は 中国 の 西 北 ， 華北 ， 華東，東北 お よ び ヨ
ー

卩 ッ
パ ，ア ジ ア の 温 帯に 分布 し，河岸，谷川 ， 山地 斜 面

の 砂質地 に 生え る多年草 で あ る
11）．そ の 変種 の パ シ ク ル モ ソ A ．venetum 　vaL 　basikurumon は 北海道 と青森県 の

一
部

に 分布す る こ とが 知 られ て い る
12〕．

　一
方，A，　cannabinum と A．　androsaemifolium は ア メ リ カ の コ ネチ カ ッ ト州 か ら ウ イ ス コ ソ シ ソ ，ア ラバ Vs テ ネ

シ ー， ミズ
ー

リ，カ γ サ X 各州 に か けて 分布 し ， 原野 ， 牧草地 ，低木林内な どに 生え る 落葉低木で ある
13）．

　P ．　hendersonii と P．　pietum は 内モ ン ゴ ル ，
’
H粛 ，新彊 な ど に分布す る多年草で あ る

11）．

　本研究 で の A ．venetum は 中国新彊 な らび に トル コ ・ア ソ タ ル ヤ 採集品，　A ．　venetum 　var ．　basikurumonは 東 日本

学園大学薬草園栽培品
14）

，
A ．　 cannabinum は武 田薬品薬用植物園栽培品 ，　 A ．　 androsaemi ／b伽 刑 1’よア メ リ カ ・バ ージ

ニ ア 州採集品 ，
P ，　hendersoniiと P ．　pictum 　 e・よ中国新彊採集品を それ ぞれ 用 い た．な お試料 は い ずれ も羅布麻 の 採集

時期の 7 月に 合わ せ て 同時期 に 採集 した もの を 用 い た．

　こ こ で 得られた HPLC に よ る 成分 パ タ
ー

ン を Fig．　1 と 2 に 示 した．

　今回 の 結果 か ら HPLC に お い て 化合物 1 と 2 を主 ピーク とす る もの は Apocynum 属植物 4 種で あ り， 化合物 2

（29 ）
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　　　　　 Fig．3，　 HPLC 　Chromatograms 　of　Luobumaye 　Products　on 　Chinese　Market
（A ）and （B）tea　products， （C）and （D ）extract 　products．
Numeral 　in　brackets　indicates　compound 　riumber ．

min

Conditions：column ，　Nucleosil　5C18 （4．6 × 150　mm ）；mobile 　phase，　MeOH −H20 −AcOH （30：100：5）；
且ow 　rate ，　L6　ml ！min ；column 　temp ．，40℃ ；detector，　U ＞ 360　nm ．

と 6 を主 ピ ー
ク とす る もの は Poacynum 属植物 2 種 で あ っ た．した が っ て 現在中国市場 で 混乱をきた して い る羅布麻

の 基原植物が A ．venetum 葉 か らな る か ，　P．　hendersonii葉か らな るか の い ずれか 2 者 の 鑑別 に 限定すれ ば ， そ の 化

学的鑑別 は化合物 1 ， 2 ，6 を指標成分と し ， 化合物 1 と 2 を主 ピーク とす る か ，化合物2 と 6 を 主 ピ ー
ク とす るか の

HPLC に よる 成分パ タ ーン か ら可能 と考 え る．

　5．　羅布麻製剤 の 基原 植物 の 化学的鑑別

　
A ．venetum と Rhendersoniiの 指標成分を 基 に 中 国 市 場 に 流通 し て い る羅布麻製剤 6 品 目に つ い て そ の 基原植物

の 化学的鑑別 を 試み た．

　製剤 （茶剤 お よび エキ ス 剤）それぞれ を粉末 と し ，
メ タ ノ

ー
ル で 抽 出 し，そ の 抽出液を 直接 HPLC に 注入 し ， そ

の ク ロ マ b グ ラ ム の 成分 パ タ
ー

ン を 比 較す る方法 に て その 基原植物の 鑑別を行 っ た ．

　製剤 よ り指標成分 の 化合物 1 と 2 の ピーク が 明瞭 に 検 出されれ ば A．yenetum を基原植物 とす る もの で あ り，指 標

成分の 化合物 2 と 6 の ピー
ク が明瞭 に 検出 され れ ば P ．　hendersoniiを 基原植物とす る もの で あ る と判定 した 15）．ま た

い ずれ の 製剤か らも化合物 5 を ガ ス ク P マ トグ ラ フ ィ
ー

（GC ）で検出す る こ とが で ぎた，

　以 上 か ら現実 に 羅布麻製剤 の 基原 植物 に は A ．venetum の 他 に P．　hendersoniiも用 い られ て い る こ とが 明 らか と な

っ た ，

結 論

　
A ．　venetum 葉 は フ ラ ボ ノ イ ド配糖体 の 化合物 1 お よ び 2 を，　P．　hendersonii葉 は 化合物 2 と 6を 主 成 分 と し て 含有

し．か つ こ れ らの 成 分は それ ぞ れ 両者 を鑑別す る指標成分 と み な し うる こ とを 明らか とした．

　サ イ ク ル ト ール の 化合物 5 は い ずれ に も共通成分 と して 存在 し ，
Apocynum と Poaeynum 属植物 の 特微成分 と考 え

られ る．

　羅 布麻 製 剤 の メ タ ノ ール 抽出液の HPLC に よ る成分 パ タ ーソ をそれぞれの 指標成分を 目標 に 比較す る こ とで そ の

基原植物 が A ．venetum 葉 か らな る の か P ．　hendersonii葉 か らな る の か の 化学的鑑別 が 可 能 で あ っ た．

実　験　 の 　部

　融 点 は柳本微 量融点測定器 で 測定 し，未補正 である．旋光度 は 日本分光 DIP −360，　 IR ス ペ ク トル は Hitachi　270．

30，UV ス ペ ク トル は Shimadzu 　UV 　210，　 FAB −MS は Shimadzu 　GCMS9100 −MK ，　 NMR は JEOL 　JNM ．EX
270／EX 　400 で それ ぞれ 測定 し た ．

　
iH ・NMR の 記載は 次 の 略号に よ っ た．

　 d＝doublet，　dd＝double　doublet，

（30 ）
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　 カ ラ ム 用 シ リ カ ゲ ル （Sjo2）は Wakogel 　 C −200 （和光） お よび カ ラ ム 用活性炭 は 和光製活性炭素をそれぞれ用 い

た．

　 A ・penet ” m 葉か ら成分の 抽出 と 単離

　 細切 した A ，venetum 葉 （中国 新彊 自治区産）650　g を MeOH で 3 回加温抽出 した．抽出液 は濃縮後水 を 加 え て

析出 した沈殿 物を ろ去し，ろ液 は Et20 （1000　ml × 3），　 AcOEt （1000　ml 　x 　3） お よび n−BuOH （1000　ml × 3）に て

順次抽出 した ．それぞれ の 抽出液 は 減圧下濃縮 し ，
Et20 分画 エ キ ス （2．7g ），

　 AcOEt 分画 エ キ ス （3．9g ）お よ び

n−BuOH 分画 エ キ ス （3．5g ）をそれぞれ得 た．有機溶媒抽出後 の 水層 は減圧下濃縮 し ， 水層分画 エ キ ス （50．9g ）を

得た．

　 AcOEt 分画 エ キ ス （2．　O　g ）は SiO2 ク P マ トに付し，　EtOH −CHCI ・ 系溶媒で EtOH 濃度を 5 ％ 10％ の 順 に

高め っ っ 溶 出 し，各 100ml 宛て 分取し．　 Frs，23〜29 か ら astragalin （4）（IO　mg ），　 Frs．34〜37 か ら trifolin （3）

（3mg ），　 Frs．45〜55 か ら isoquercitエin （2）（223　mg ），　 Frs．　65〜85 か ら hyperoside （1）（】16mg ） を単離 した．

n −BuOH 分画 エ キ ス （2．09 ）は SiO2 ク 卩 マ トに 付 し ，　 EtOH −CHCI3 系溶媒 で EtOH 濃度を10％ ， 15％ の 順 に 高

め つ つ 溶出 し，各 100m1 宛 て分取 し，　 Frs・38〜49 か ら 2 （86　mg ），　 Frs・60〜75 か ら 1 （56　mg ）を 単離 した ・水

層分画 エ キ ス （15，0g ）は 活性炭 カ ラ ム ク ロ マ トに 付 し ， 水 で 溶出 し ， 各 100m1 宛 て 分取 し ，
　 Frs．　ll〜13か ら（一）

−

bornesito工 （5）（85　mg ） を単離した ．

　 単離 し た 化合物 は そ れ ぞ れ 標品 と直接比 較 同定 した．

　 P ・hendersonii 葉から成分 の 抽出 と単離

　 細切 し た P 。hendersonii葉 （中国新疆 自治区 産） 500　g を A．　venetum の 抽出法に 準 じて 処理 し，　 Et20 分画 エ キ ス

（L7g ），　 AcOEt 分画ニ キ ス （9．　l　g），　 n −BuOH 分 画 エ キ ス （18．4g ）を そ れ ぞれ 得た．有機溶 媒抽出 後 の 水 層 は 減

圧下濃縮し，水層分画 エ キ ス （41．lg ）を得 た．

　 AcOEt 分画 エ キ ス （2．09 ）は SiO2 ク ロ マ トに 付し ，
　 EtOH −CHCI3 系溶媒 で EtOH 濃度を 5 ％ 10％ の 順 に

高 め つ つ 溶出 し， 各 100ml 宛て 分取 し，　 Frs．34〜36 か ら 2 （51　mg ）を 単離 し た ．　 n・BuOH 分 画 エ キ ス （2．　Og ）

は SiO2 ク 卩 マ トに 付 し，　 EtOH ・CHC13 系溶媒 で EtOH 濃度 を 5 ％ ， 10％ の 順 に 高 め っ っ 溶出 し，各 100　ml 宛

て 分取 し，Frs．42〜43 か ら quercetin 　3−O −sophoroside （6）（60　m9 ）を 単離 した．水 層分画 エ キ ス （15・09 ）は 活

性炭 カ ラ ム に 付し ． 水で 溶出 し，各 100ml 宛 て 分取 し ，　 Frs．12〜15 か ら 5 （94　mg ） を 単離 した．

　 Quercetin　3−o −sophoroside （6）： 黄色針状 結 晶 （H20 ），　 mp ＞ 300℃ ・FeCI3 反 応 ＋・Mg −HC1 反 応 ＋ ・FAB −

MS ； m ／z　627 ［M 十 H コ
＋．　 IR 雌監 cm

−！
； 3388 （OH ），1656（CO ），1610，1506（C ＝C ）．　

IH −NMR （CD30D ）δ；

4．55 （1H ，　d，　J＝7Hz ，　H −1ノ”

），5．32 （1H ，
　d

，
」＝・7Hz ，　H ・1”

），6．19 （1H ，　d，
　J ＝2Hz ，　H −6），6．37 （IH，　d，」＝2Hz ，

H −8），6．87 （IH，　d，　J＝8Hz ，　H −5’

），7，52 （1　H ，
　dd

，
J ・＝　2

，
　8　Hz

，
　H ・6’），

7．67 （IH ，　d，」＝2Hz ，　H −2’

）．　 UV な らび に

13C −NMR ス ペ ク トル データ は 文献記載値 に
一

致
16 ）．

　A．eannabinum 葉から成分の抽出の単離

　細切 した A．cannabinum 葉 （武 田薬品薬用植物園産） 500　g を A ．　venetum の 抽 出法 に 準 じ て 処 理 し ，　 Et20 分画

エ キ ス （0．6g ），　 AcOEt 分画 エ キ ス （3．　l　g ） お よ び n−BuOH 分画エ キ ス （10．　Og ）を そ れ ぞれ 得た．有機溶媒抽

出観の 水層は 減圧下濃縮 し，水層分 画 エ キ X （16．lg ）を得た．

　 AcOEt 分画 エ キ ス （3．　O　g ）は SiO2 カ ラ ム に 付 し，　 EtOH −CHC13 系溶媒 で EtOH 濃度を 5 ％ ， 10％ の 順 に 高

め つ つ 溶出 し ， 各 100ml 宛て 分取 し，　 Frs．34〜37 か ら quercitrin（7）（139　mg ），　 Frs．38〜40 か ら 3 （5　mg ），

Frs．41〜52 か ら 2 （175　mg ）お よび Frs．63〜74 か ら 1 （210mg ） を単離した，

　 単離 し た 化合物 は それ ぞれ 標品 と直接比較同定 した．

　Apocynum と Peacynum 属植物葉の HPLC 成分 パ ターン 分析

　実験材料 ；A ．venetum 中国新彊 採集品， ト ル コ ・ア ソ タ ル ヤ 採 集品 ；A．　 venetum 　var ．　basikurumon東 日本学園大

学薬草園栽培品 ；A．cannabinum 武 田薬品薬用植物園栽培品 ；A．　androsaemifolium ア メ リ カ ・バ ー
ジ ニ ア 州採集品 ；

P ．hendersonii中国新疆採集品 ；P ．　pictum 中国新彊 採集 品．

　試料 は い ず れ も羅 布麻 の 採 集時 期 の 7 月 に 合 わ せ て ，同 時期 に 採 集 した もの を用 い た ．

　測定方法 ： 乾燥葉 を 粉末 と し ， そ の 1g を MeOH 　10ml で加温抽出．抽出液 を columngard −LCR1
， で 濾過後 ，

そ の 5μ1 を HPLC に 注入 ，

　測定機器 ： ポ ソ プ Shimadzu　LC ・3A ； 検出器 Shimadzu 　SPD −6AV ； デー
タ処 理 装置 Shimadzu 　C −R6A 　 Chro ・

matopac ．
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

　測定条件 ： カ ラ ム Nucleosil　5　C18 （4．6x250 　mm ）； 移動相 MeOH ： H20 ： AcOH （30 ： 100 ： 5）； 温度 40℃ ； 流

速 1．　6　ml ／min ； 検出波長 UV 　360　nm ．

　羅布麻製剤 の 鑑別

　実験材料

　茶剤 ：羅布麻袋泡茶 （1985年上海製），羅布麻袋泡茶 （1991年上海製），羅布麻茶 （新彊製），羅布麻保健茶 （江蘇

製）．

　 エ キ ス 剤 ：羅布麻花茶型袋泡茶 （上海製）， 羅布麻葉冲剤 （新彊 製）．

　 フ ラボ ノイ ド配 糖体 の HPLC

　測定方法 ： 製剤を粉末とし ，その 1g を MeOH 　10ml で 加温抽出．抽出液 を columngard −LCR13 で 濾過後 ， そ

の 5 μ1 を HPLC に 注入 ．

　測 定機器 ：植 物葉 の 分析の 場 合 と同 じ．

　測定条件 ： カ ラ ム Nucleosil　5C 工8（4．6x150 　mm ）； 移動相 MeOH ： H20 ： AcOH （30 ： 100 ： 5）； 温度 40℃ ；

流速 1．6ml／min ； 検出 波長 UV 　360　nm ・

　結　　果

　A．venetum を基原とす る もの ；羅布麻袋泡茶 （1985年）（A ），羅布麻花茶型袋泡茶 （C ），羅布麻保健茶．

　P・　hendersoniiを 基原 とす る も の ；羅布麻茶 （B ）， 羅布麻葉冲剤 （D ）， 羅布麻袋泡茶 （1991年）．

　（
一

）
−Bornesitolの GC

　測定方法 ：製剤 を粉末 と し，その 19 を MeOH 　10　ml で 加温抽出，抽 出液を蒸発乾固 し，　TMS 化後 ［T692 　TMS ・

PZ キ ッ
ト （東京化成）］GC に 注入．

　 測定 機器 ：Shimadzu 　 GC −6AM ，検出器 FID．

　 測定条件 ：

　 GC ．1

　 カ ラ ム 3mm 　x　2　m 　 glass　 column 　 packed 　 with 　 1．　5％ SE−300n 　 Shimalite　W （80〜100　mesh ）； 温度 180℃

（isothermal）； キ ャ リ ヤ
ー

ガ ス N2 （30　ml ／min ）．

　 GC −2

　カ ラ ム 3mm × 2mglass 　 column 　 packed　 with 　 1，5％ OV −10n 　Shimalite　W （80〜100　mesh ）； 温度 180℃

（isothermal）； キ ャ リャ
ー

ガ ス N2 （35　m1 ／min ）．
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